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○

取組の内容

実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

　過疎化に悩む地域をどうするとのことから、１９９６年に地元の有志７人で「春蘭の里実行委員会」を結成し
ました。当初は農作物を販売することによって集落を活性化させようと考えていましたが、上手くいかず「売る」
のではなく「来て」もらって「食べて」もらおうと実行委員会で考え、まず手始めに自宅を改装して民宿「春蘭の
宿」を始めました。２００３年に石川グリーンツーリズム促進特区の認定を受けて４軒の農家民宿が開業しまし
た。

　町に対して集落内の廃校を交流宿泊施設に改修するよう働きかけ、２００６年に、宮地交流宿泊施設「こ
ぶし」として開業した事は、私たち実行委員会のこれまでの取り組みが町に対して認められた成果と考えていま
す。

　現在「春蘭の里」を構成する地域は１２集落にまたがり、３０軒の農家民宿群として１度に２００人を受入れ
られるように体制を整備し、２０１０年度の来訪者は４，８００人となりました。各民宿月収４０万を目指し、元
気な高齢者がいる内に若者が戻って来れる地域づくりを進めていきたいと考えています。

若者が帰ってくる農村の再生を目指して

農家民宿群宿泊者数　　　２０１０年　３，２００人
農家民宿数　　　　　　　　　２００３年　４軒、２００７年１０軒、２０１０年　３０軒

　限界集落であっても、そこに住む人たちが生きがいと誇りを持って元気に生活している集落は限界ではありま
せん。地域を見つめ直せば宝物は必ず見つかります。その宝物探しのお手伝いができればうれしく思います。

　「都会から若者が帰ってくる農村」を目指し、生計を立てられるように民宿の売上を４０万円を目標に掲げ、
そのため教育旅行など団体の場合の料金を９，５００円と統一しました。農家民宿としては安くは無いと思いま
すが「価格を下げて心がこもらなくなっては意味がない」と考え堅持しています。また、中国語圏旅行客の増加
を見越して実行委員会事務局に台湾出身者を採用しました。

2010夏能登の自然体験ツアー① 2010夏能登の自然体験ツアー②



○参考

取組の分類

地域経営改革 まちなか再生
地場産品発掘・ブランド化 若者自立支援
少子化対策 安心・安全なまちづくり
企業立地促進 環境保全
定住促進 その他（　　　　　）
観光振興・交流

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

　地域人材ネットでは、登録者の取組を11の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

エクスカーション１ エクスカーション２
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関連ホームページ

春蘭の里 http://www.shunran.info/
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その他

連絡先

メールアドレス shunran〔アットマーク〕shunran.info
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http://www.shunran.info/
http://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/index.html
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